
②教師の処遇改善の在り方について

・教師の職務と勤務態様の特殊性を踏まえて、勤務時間の内外を問わず教師の職務を包括的に評価

し、一律給料月額の４％を支給することとしている教職調整額及び超勤４項目の在り方

・教育が教師の自発性、創造性に基づく勤務に期待する面が大きいなど職務の特殊性に対する考え方

・現在の学校現場の状況や県費負担教職員制度等を踏まえた時間外勤務手当の支給に対する考え方

・教師の意欲や能力の向上に資する給与制度や教師の職務等に応じた給与のメリハリの在り方 等

①更なる学校における働き方改革の在り方について

・「学校・教師が担う業務に係る３分類」について、更なる役割分担・適正化を推進する観点から

の学校・教師が担う業務の在り方

・「上限指針」の実効性を高めることができる仕組みの在り方

・各教育委員会における学校の働き方改革の取組状況等を「見える化」するための枠組みの在り方

・健康及び福祉の確保の観点からの、長時間の時間外勤務を抑制するための仕組みの在り方 等

③学校の指導・運営体制の充実の在り方について

・義務教育９年間を見通すことにも留意した、より柔軟な学級編制や教職員配置の在り方

・子供や学校、地域の実態に応じた柔軟な教育活動の実施の在り方

・35人学級等についての小学校における多面的な効果検証等を踏まえた、中学校を含めた、学校の

望ましい教育環境や指導体制の構築の在り方

・教育の質の向上と教師の負担軽減のための小学校高学年における教科担任制の在り方

・教員業務支援員等の支援スタッフの配置の在り方 等

＜令和4年度教員勤務実態調査速報値＞

平成28年度実施の前回調査との比較では、教師の時間外勤務の状況は一定程度改善。一方、依然
として長時間勤務の教師が多い実態も明らかに。

「令和の日本型学校教育」を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する総合的な方策について
（令和５年５月22日中央教育審議会諮問）【概要】

学校を取り巻く環境の変化

〇社会の在り方が劇的に変わる「Society5.0の時代」、先行き不透明・予測困難な「VUCA」の時代の
到来

〇2050年には、生産年齢人口が現在の約3/4に減少、過去10年間で公立小中学校の児童生徒数が約1割
減少

○特別支援教育の対象となる児童生徒や外国人児童生徒・不登校児童生徒の増加、児童虐待、ヤング
ケアラー、貧困など、子供の抱える困難の多様化・複雑化

〇GIGAスクール構想による１人１台端末環境の実現、教育DXの推進によるデジタル技術とデータを活
用した知見の共有と新たな教育価値の創出の必要性

「令和の日本型学校教育」の実装を直接担う教師を取り巻く環境

全国的に教師不足が指摘されている憂慮すべき状況。

我が国の学校教育の中核であり、その成否を左右する教師に質の高い人材を確保することが必須
であり、抜本的に教職の魅力を向上させることが喫緊の課題

・教師に係る勤務制度を含めた一層実効性ある働き方改革の推進
・教師の給与に関する枠組みの見直しを含む処遇の改善
・学校の指導・運営体制の充実

一体的・総合的な

推進が不可欠

具体的な検討事項

学校や教師を取り巻く環境
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